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現
在
で
は
、
江
戸
時
代
に
栄
え
た
数
学
を
和
算
と

い
っ
て
、
そ
の
は
じ
め
は
毛
利
重
能
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
最
初
に
刊
行

さ
れ
た
数
学
書
の
中
で
刊
行
年
や
書
い
た
著
者
名
を

記
載
し
て
あ
る
も
の
で
は
毛
利
重
能
の
『
割
算
書
』

が
最
も
早
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
し

て
お
く
。 

『
割
算
書
』
は
元
和
八
年(

一
六
二
二)

に
初
版
が

刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
中
で
毛
利
は
『
算
用
記
』

な
る
も
の
を
改
め
た
と
述
べ
て
い
る
。 

『
算
用
記
』
と
題
す
る
本
が
い
く
つ
か
現
存
し
て

い
る
が
、『
割
算
書
』
よ
り
も
古
い
と
さ
れ
て
い
る
の

が
龍
谷
大
学
所
蔵
の
『
算
用
記
』
で
、『
割
算
書
』
と

よ
く
似
て
い
る
。
刊
本
で
は
な
く
稿
本
も
含
め
れ
ば
、

元
和
八
年
に
は
佐
渡
の
百
川
治
兵
衛
の
書
い
た
「
諸

勘
分
物
」
が
あ
る
し
、
一
六
一
〇
年
に
亡
く
な
っ
た

京
都
の
医
師
で
あ
る
吉
田
宗
恂(

徳
川
家
康
の
侍
医)

の
「
三
尺
求
図
数
求
路
程
求
山
高
遠
法
」
も
あ
る
し
、

吉
田
光
由
が
一
六
一
〇
年
頃
学
ん
だ
「
吉
田
流
算
術
」

(

角
倉
了
以
が
教
え
た
こ
と
を
光
由
が
書
き
残
し
た

も
の)

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
割
算
書
』
と
比
べ
て
レ

ベ
ル
は
高
い
。『
割
算
書
』
も
『
算
用
記
』
も
日
用
数

学
と
い
っ
て
、
人
々
が
毎
日
の
日
常
生
活
で
お
こ
る
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込
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締
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十
月
例
会 

 
 

日 

時 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
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午
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五
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千
代
田
区
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日
比
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図
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文
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、 

柴
田
弘
武
の
諸
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締
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末 

 

十
月
史
遊
会
の
時
間
変
更 

十
月
二
十
二
日(

水)

の
例
会
の
時
間
を
都
合
に
よ
り 

午
後
三
時
か
ら
五
時
に
変
更
し
ま
す
。 

 

幹
事 
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数
的
な
処
理
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
物
の
売
買

や
貸
し
米
や
貸
し
銀
な
ど
の
利
息
の
計
算
、
田
畑
の

面
積
な
ど
で
あ
る
。
使
う
算
法
は
加
減
乗
除
や
比
例

で
あ
り
、
使
う
計
算
道
具
は
ソ
ロ
バ
ン
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
数
学
書
は
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
室
町
時
代
に
数
学
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
は
知

っ
て
い
た
数
学
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
に
な
る
前
に
中
国
の
数
学
書
『
算
法
統

宗
』
が
あ
る
が
、『
割
算
書
』
に
は
毛
利
重
能
に
幼
い

こ
ろ
に
学
び
、
十
歳
の
こ
ろ
に
角
倉
了
以
に
学
ん
だ

吉
田
光
由
は
こ
の
『
算
法
統
宗
』
を
角
倉
素
庵
に
学

び
、
日
本
の
社
会
に
合
っ
た
内
容
で
編
集
し
て
『
塵

劫
記
』
を
寛
永
四
年(

一
六
二
七)

に
刊
行
し
た
。 

 一
、 

数
学
遊
戯
の
は
じ
ま
り 

鎌
倉
時
代
や
室
町
時
代
で
は
碁
石
を
使
っ
て
遊
ぶ

も
の
や
数
当
て
の
遊
び
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
数
学
の
中
に
入
り
込

ん
で
き
た
。
室
町
時
代
で
は
当
然
で
は
あ
る
が
数
学

と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
室
町
時
代
の
『
異

制
底
訓
往
来
』
『
遊
学
往
来
』
『
廉
中
抄
』
い
ろ
い
ろ

な
遊
戯
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
江
戸
時

代
の
数
学
書
『
塵
劫
記
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

を
示
す
と
、
百
五
減
算 

継
子
立
ぐ
ら
い
で
多
く
は

な
い
。
『
塵
劫
記
』
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
数
学
書
に

「
左
々
立
」
「
盗
人
隠
し
」
「
島
立
」
な
ど
を
取
り
上

げ
て
い
る
。『
塵
劫
記
』
で
は
吉
田
光
由
が
こ
れ
ら
の

遊
戯
を
知
っ
た
上
で
考
え
出
し
た
か
、
似
て
い
る
も

の
を
参
考
に
し
た
よ
う
だ
。
何
れ
に
し
て
も
、
初
版

で
あ
る
寛
永
四
年
に
刊
行
し
た
『
塵
劫
記
』
に
は
ほ

と
ん
ど
遊
び
は
な
い
。
こ
の
『
塵
劫
記
』
が
世
に
出

る
と
、
偽
本
が
出
回
り
、
吉
田
は
そ
れ
に
対
抗
し
て

寛
永
六
年
こ
ろ
に
五
巻
か
ら
な
る
『
塵
劫
記
』
を
著

し
た
。
こ
の
本
の
第
五
巻
は
大
部
分
が
新
し
い
問
題

で
数
学
遊
戯
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 二-

一
、
絹
盗
人
を
知
る
算 

 

八
た
ん(

反)

つ
つ
わ
く
れ
ハ
七
た
ん(

反)

た
ら
ず

又
七
た
ん
ヅ
ツ
わ
く
れ
ハ
八
だ
ん(

反)

あ
ま
る
と
い

ふ
て
ぬ
す
人
の
数
も
き
ぬ(

絹)

の
か
す(

数)

も
し
れ

申
し
候
な
り 

○
ぬ
す
人 

十
五
人
有
と
い
ふ
な
り 

 
 

○
き
ぬ
ハ
百
十
三
だ
ん
也 

 

法
に
八
た
ん
に
七
た
ん
を
く
わ
へ
る
時
十
五
に
な

る 

こ
れ
を
ぬ
す
人
の
か
す
十
五
人
と
し
る
べ
し 

 

二-

二
、
入
れ
子
算 

 

右
入
子
さ
ん
と
い
ふ
事
ハ
此
ほ
か
に 

な
ん
算
い

ろ
い
ろ
口
伝
に
こ
れ
あ
る
也 

[

訳] 

八
つ
入
れ
子
の
鍋
が
あ
る
。
大
き
さ
は
小
さ

い
順
に
一
升
、
二
升
、
三
升
、
四
升
、
五
升
、
六
升
、

七
升
、
八
升
で
あ
る
。
こ
の8

個
の
値
段
は
合
せ
て

銀
で
四
十
三
匁
二
分
で
あ
る
と
き
、
一
升
鍋
の
値
段

は
い
く
ら
か
。
こ
の
問
題
で
は
容
量
に
比
例
し
て
値

段
を
決
め
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
計
算
法
は
、 

1

＋2

＋3

＋4

＋5

＋6

＋7

＋8

＝36 

 
 
 

 
 

 
 

43.2÷
36

＝1.2 

こ
れ
が
一
升
鍋
の
値
段
に
な
る
。 

 

二-

三
、
継
子
立 

一
頁
を
使
っ
て
大
き
く
絵
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
説
明
は
次
の
頁
に
あ
る
が
、
問
題
の
形
式

は
な
く
、
説
明
で
あ
る
。 

           

子
丗
人
有 

内
十
五
人
ハ
先
腹 

残
る
十
五
人
ハ
当

腹
也 

右
の
こ
と
く
立
な
ら
べ
て 

十
に
あ
た
る
を

の
け
て 

又
廿
に
あ
た
る
を
の
け
廿
九
人
ま
て
の
け

て 

残
る
一
人
に
あ
と
を
ゆ
づ
り
て
よ
と
い
ふ
時
ま  
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ま
母
か
く
の 

ご
と
く
た
て
た
る
也 

さ
て
か
ぞ
へ

候
へ
ハ 

先
腹
の
子
十
四
人
ま
て
の
き
申
候
時 

い

ま
一
た
び
か
ぞ
へ
れ
ハ 

先
腹
の
子
み
な
の
き
申
候

ゆ
へ
に
一
人
残
り
た
る
ま
ま
子
い
ふ
や
う
ハ 

あ
ま

り
か
た
一
双
に
の
き
申
候
間
こ
こ
よ
り
ハ
わ
れ
よ
り

か
ぞ
へ
ら
れ
候
へ
と
い
へ
ハ 

ぜ
ひ
に
を
よ
バ
す
し

て
一
人
残
り
た
る
先
腹
の
子
よ
り
か
ぞ
へ
候
へ
ハ
当

腹
の
子
皆
の
き
先
腹
一
人
残
る
也 

 

二-

四
、
鼠
算 

ね
ず
ミ
子
孫
積
り
の
事(

目
録
に
は
「
ね
ず
ミ
さ
ん

の
事
」
に
な
っ
て
い
る
。) 

 

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
ね
ず
み
算
」
で
あ
る
。
初
め

に
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
生
れ
て
く
る
子
の
数
と
親

と
の
合
せ
た
数
が
並
ん
で
い
る
。
正
月
と
二
月
と
三

月
は
絵
だ
け
だ
が
、
数
を
十
二
月
ま
で
並
べ
て
い
る
。 

 

二-

五
、
日
に
日
に
一
倍
の
こ
と 

こ
れ
は
倍
増
し
問
題
で
あ
る
。 

 

芥
子
一
粒
を
ひ
に
ひ
に
一
ば
い
に
し
て 

三
十
日
に 

但
一
升
に
四
百
万
粒
入
つ
も
り 

合
一
石
三
斗
四
升
二
合
壱
勺
七
才
七
撮
二
圭
八
粟
に

成 

 

右
之
数
ハ 

 
 

五
万
三
千
六
百
八
拾
七
万
九
百
十
二
粒
有
な
り 

 
 

 

せ
に
一
文
を
ひ
に
ひ
に
一
ば
い
に
し
て 

三
十
に 

但
九
拾
六
文
百
に
し
て 

合
五
拾
五
万
九
千
弐
百
四
拾
貫
五
百
丗
二
文 

目
銭

共
に 

 

右
之
目
銭
二
万
二
千
三
百
六
拾
五
貫
六
百
廿
文
有 

こ
れ
を
現
代
文
に
し
た
が
、
省
略
す
る
。 

 

二-

六
、
油
は
か
り
分
け
算 

 

あ
ぶ
ら
一
斗
あ
る
を
七
升
の
ま
す
と
三
升
ま
す
と

二
ツ
に
て
五
升
ツ
ツ
は
か
り
わ
け
た
き
と
い
ふ
時
先

三
升
の
ま
す
に
て
七
升
ま
す
に
三
ば
い
入
申
候
時
三

升
の
ま
す
に
二
升
の
こ
り
申
候
時
七
升
ま
す
の
を
斗

を
け
へ
あ
け
て
三
升
ま
す
に
弐
升
有
を
七
升
ま
す
に

入
て
又
三
升
に
て
一
は
い
入
は
五
升
ヅ
ツ
に
は
か
り

申
し
候
な
り 

 

二-

七
、
百
五
減
算 

あ
る
ひ
ハ
ご
石
八
十
六
有
時
に
此
八
十
六
の
か
ず

を
し
ら
ず
し
て
此
数
な
に
ほ
ど
有
ぞ
と
問
時
に
先
七

ヅ
ツ
引
ハ
残
て
半
か
二
ツ
有
と
い
ふ
○
又
五
づ
つ
引

は
残
て
半
一
ツ
有
と
い
ふ
○
又
三
ヅ
ツ
引
は
残
て
半

二
ツ
有
と
い
ふ
て
三
度
く
り
て
半
バ
か
り
を
き
い
て

此
数 

○
八
十
六
あ
る
と
云
也 

 

三
、
薬
師
算 

 

薬
師
と
は
薬
師
如
来
の
こ
と
で
あ
る
。
薬
師
如
来

は
十
二
の
誓
願
を
立
て
て
仏
と
な
り
、
十
二
の
神
将

を
随
え
十
二
時
を
守
る
。
縁
日
は
毎
月
十
二
日
と
い

う
よ
う
に
、
十
二
と
関
係
の
深
い
如
来
で
あ
る
。
十

二
と
関
係
の
あ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、「
薬
師
算
」
と

い
う
の
で
あ
る
。 

図
の
よ
う
に
碁
石
を

正
方
形
に
並
べ
て
、
一
辺

が
八
個
ず
つ
の
場
合
、
一

辺
の
八
個
を
残
し
て
三

辺
を
崩
し
、
辺
に
沿
っ
て

崩
し
た
石
を
八
個
ず
つ

並
べ
る
と
、
端
数
が
四
個

に
な
る
。
こ
の
端
数
だ
け

を
聞
い
て
、
総
数
を
答
え

る
。 こ

れ
ら
の
遊
戯
は
易
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
次
第

に
難
解
な
も
の
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
、
大
部
分
の

一
流
の
数
学
者
は
遊
戯
の
研
究
も
し
て
い
る
。
そ
の

代
表
的
な
人
に
は
関
孝
和
、
久
留
島
義
太
、
田
中
由

真
、
中
根
彦
循
な
ど
が
い
る
。 

こ
れ
ら
の
遊
戯
は
易
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
次
第

に
難
解
な
も
の
も
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
、
大
部
分
の

一
流
の
数
学
者
は
遊
戯
の
研
究
も
し
て
い
る
。
そ
の

代
表
的
な
人
に
は
関
孝
和
、
久
留
島
義
太
、
田
中
由

真
、
中
根
彦
循
な
ど
が
い
る
。 
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自
由
原
稿 

新 

緑 

を 

求 

め 

て 
| 

 
ロ 

ー 

カ 

ル 

線 

紀 

行 

| 

 
 

小 

田 

紘 

一 

郎 

 

一
、
五
月
十
七
日(
土)
、
十
八
日(

日)

の
二
日
間
、
新

緑
を
楽
し
も
う
と
一
人
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
に
で
た
。

学
生
時
代
か
ら
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
よ
く
乗
っ
て

い
る
が
、
車
窓
か
ら
の
景
色
は
、
い
つ
見
て
も
素
晴

ら
し
い
。
特
に
表
日
本
と
裏
日
本
を
つ
な
ぐ
線
は
、

川
沿
い
に
走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
景
色
も
優
れ

て
い
る
。 

早
朝
四
時
半
に
自
宅
を
出
て
、
小
田
原
よ
り
新
幹

線
で
名
古
屋
へ
、
そ
こ
で
高
山
線(

岐
阜
|
富
山)

を

つ
か
ま
え
た
。
飛
騨
川
、
神
通
川
に
沿
っ
て
走
る
こ

の
線
は
、
か
つ
て
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
「
日
本
美

の
再
発
見
」(

岩
波
新
書)

に
も
登
場
す
る
。
ワ
イ
ド

ビ
ュ
ー
特
急
の
名
の
通
り
、
窓
が
大
き
く
車
外
の
景

色
を
楽
し
め
る
。
昔
の
旅
の
時
は
、
鈍
行
列
車
で
あ

っ
た
が
、
今
回
は
、
時
間
の
都
合
で
特
急
を
使
う
。

山
峡
を
登
る
に
つ
れ
て
緑
が
淡
く
な
っ
て
い
く
。
下

呂
か
ら
高
山
ま
で
は
北
ア
ル
プ
ス
は
見
え
な
い
も
の

の
小
さ
な
山
と
人
家
の
配
置
が
特
に
よ
く
、
飛
騨
古

川
で
三
時
間
ば
か
り
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、

掘
り
を
泳
ぐ
鯉
の
景
色
を
じ
っ
く
り
み
よ
う
と
下
車

し
た
が
、
す
ぐ
見
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
時
間
を
繰

り
上
げ
富
山
に
向
っ
た
。
富
山
で
は
、
地
元
の
寿
司

屋
で
昼
飯
を
食
べ
た
。
地
魚
が
新
鮮
で
美
味
か
っ
た
。

北
陸
本
線
で
糸
魚
川
へ
。
地
元
の
都
市
は
来
春
の
北

陸
新
幹
線
の
開
業
を
前
に
工
事
等
に
忙
し
い
。 

糸
魚
川
か
ら
大
糸
線(

松
本
ま
で)

に
乗
り
か
え
た

が
、
一
両
の
車
両
に
わ
ず
か
四
～
五
人
、
平
岩
ま
で

き
た
。
今
日
の
宿
は
こ
の
地
に
あ
る
姫
川
温
泉
、
四

十
年
位
前
に
一
回
泊
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
百
名

山
雨
飾
山
の
登
山
口
だ
。
三
軒
の
旅
館
し
か
な
く
、

土
曜
日
だ
と
い
う
の
に
三
組
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ

た
温
泉
地
、
し
か
し
温
泉
が
素
晴
ら
し
い
。
お
ま
け

に
安
い(

何
と
一
人
で
二
食
付
九
千
円)

。
夕
朝
五
回

た
っ
ぷ
り
入
り
、
早
朝
出
発
。
空
気
が
お
い
し
く
、

緑
が
鮮
や
か
。
平
岩
は
無
人
駅
、
客
も
私
一
人
以
外

に
い
ず
一
両
車
に
乗
っ
て
南
小
谷
へ
。
こ
こ
ま
で
は

新
宿
と
特
急
が
結
っ
て
い
る
。
姫
川
沿
い
の
樹
々
が

見
事
だ
。
黄
色(

若
葉)

が
目
に
つ
き
、
朝
日
に
輝
い

て
い
る
里
に
は
タ
ン
ポ
ポ
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

 二
、
信
濃
森
上
に
さ
し
か
か
る
と
急
に
北
ア
ル
プ
ス

が
開
け
て
く
る
。
白
馬
三
山(

白
馬
、
杓
子
、
鑓)

、

唐
松
岳
、
五
竜
岳
、
な
か
ん
ず
く
五
竜
岳
が
堂
々
と

し
て
い
て
見
事
だ
。
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
白
馬
駅
過
ぎ
ま

で
こ
の
雄
大
な
景
色
を
楽
し
め
る
。 

雪
も
消
え
つ
つ
あ
る
が
、
雪
の
白
と
岩
の
黒
と
の

ま
だ
ら
模
様
、
中
間
の
山
は
萌
え
る
よ
う
な
緑
、
黄

色
、
更
に
前
は
水
田
で
、
今
こ
の
辺
り
は
田
植
の
最

中
。
青
い
空
、
白
い
雲
と
山
の
雪
と
岩
、
景
色
が
い

く
つ
も
の
層
に
な
っ
て
い
る
。
水
田
は
雪
の
山
々
を

写
し
て
い
る
。
一
年
で
一
番
美
し
い
白
馬
の
里
の
風

景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
ま
さ
に
こ
れ
を
心

に
描
い
て
旅
し
て
い
る
訳
で
あ
り
、
大
変
圧
倒
さ
れ

感
動
し
た
。 

大
糸
線
は
、
青
木
等
の
湖
に
さ
し
か
か
る
と
前
山

に
隠
さ
れ
、
北
ア
ル
プ
ス
の
鹿
島
槍
の
双
耳
峰
の
み

わ
ず
か
に
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
町
に

入
る
と
爺
ケ
岳
、
鹿
島
槍
、
五
竜
岳
の
三
山
が
見
事

に
天
を
つ
い
て
聳
え
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
だ
。
平
ら
な
雪
山
は
蓮
華
岳
か
、
三
角

の
雪
山
は
針
ノ
木
岳
で
あ
ろ
う
か
。 

安
曇
野
の
宗
主
は
何
と
言
っ
て
も
常
念
岳
で
あ
る
。

穂
高
を
過
ぎ
て
豊
科
に
入
る
と
常
念
岳
は
、
ほ
ぼ
正

三
角
形
と
な
り
右
の
大
天
井
岳
と
並
び
立
っ
て
い
る
。

立
派
な
姿
を
し
た
山
で
あ
る
。
安
曇
野
は
美
し
い
田

園
風
景
に
満
ち
て
い
る
。
昔
こ
の
地
で
妻
や
子
供
達

と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。 

松
本
に
つ
い
た
ら
北
に
高
い
雪
山
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
乗
鞍
岳
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し

松
本
の
街
か
ら
は
、
穂
高
、
槍
は
見
え
な
い
。 

と
に
か
く
大
糸
線
は
北
ア
ル
プ
ス
山
岳
展
望
と
し

て
は
最
高
で
あ
る
。
そ
れ
に
魅
せ
ら
れ
こ
れ
ま
で
何

十
回
乗
っ
た
こ
と
か
。 
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光
輝
く
野
を
横
切
り
、
川
を
渡
り
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
列
車
は
走
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
五
月
の
頃
の
風

景
が
今
ま
で
の
最
高
で
は
な
い
か
と
思
う
。
何
か
、

ス
イ
ス
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
落
ち
入
っ
た
。

こ
れ
ら
の
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
は
、
約
五
十
年
前
に

必
死
に
登
っ
た
も
の
で
あ
り
、
里
か
ら
あ
の
峰
々
を

な
が
め
て
い
る
と
当
時
の
状
況
が
様
々
思
い
出
さ
れ

る
の
で
あ
る
。 

 三
、
私
の
青
春
に
は
山
が
あ
っ
た
。
今
、
何
が
あ
る

の
か
。(

山
の
声
、
源
氏
物
語
が
あ
る
の
で
は
な
い
か)

。

白
馬
三
山
は
、
私
が
最
初
に
登
っ
た
山
で
あ
り
、
お

花
畑
は
見
事
で
あ
っ
た
。
日
本
一
の
標
高
の
温
泉(
鑓

温
泉)

に
つ
か
り
、
不
帰
剣
を
上
下
し
五
竜
岳
に
た
っ

た
。 

 

黒
部
谷
を
隔
て
て
聳
え
る
立
山
、
剣
岳
は
、
雄
大

で
あ
り
美
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
、
も
う
五

十
年
も
前
の
記
憶
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ

の
風
景
は
そ
の
時
の
心
と
と
も
に
今
で
も
鮮
や
か
に

思
い
出
さ
れ
る
。 

夏
に
な
っ
た
ら
も
う
一
度
登
っ
て
見
た
い
が
も
う

体
力
が
な
い
。
圧
巻
の
山
々
と
里
と
の
風
景
は
、
筆

に
尽
く
し
が
た
く
、「
絵
に
か
か
ま
ほ
し
き
有
様
」
な

の
で
あ
る
。 

 四
、
松
本
で
昼
食
に
ソ
バ
を
食
べ
て
、
篠
ノ
井
線(

松

本
|
長
野)

に
乗
り
換
え
た
。
途
中
の
二
つ
三
つ
の
駅

ま
で
は
こ
の
線
か
ら
も
北
ア
ル
プ
ス
展
望
が
楽
し
め

る
。
千
曲
川
を
は
さ
ん
で
常
念
岳
か
ら
白
馬
岳
ま
で

(

い
わ
ゆ
る
後
立
山
の
山
々)

が
鮮
や
か
な
白
線
を
描

い
て
い
る
。 

途
中
、
姨
捨
と
い
う
駅
は
、
今
で
は
め
ず
ら
し
い

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
あ
り
、「
田
毎
の
月
」
と
言
わ
れ

る
千
枚
田
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
の
水
田

は
、
ま
だ
水
が
張
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

こ
ん
な
美
し
い
山
岳
、
田
園
風
景(

都
会
か
ら
来
た

旅
人
に
は
そ
う
写
る
の
で
あ
る
が)

も
、
田
舎
で
は

様
々
な
問
題
が
起
っ
て
い
る
と
い
う
。
限
界
集
落
で

は
な
く
崩
壊
集
落
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
あ
る
村

長
さ
ん
の
切
実
な
声
を
先
日
の
テ
レ
ビ
で
拝
見
し
た
。 

 
五
、
長
野
県
で
、
孫
達
や
家
族
に
急
い
で
お
み
や
げ

を
買
っ
て
、
飯
山
線(

豊
野
|
越
後
川
口)

に
乗
り
込

ん
だ
。
こ
の
飯
山
線
は
、
有
数
の
豪
雪
地
帯
を
走
っ

て
い
る
と
共
に
、
千
曲
川
に
沿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

緑
の
樹
々
に
混
じ
っ
て
桐
の
木
、
山
藤
等
の
紫
の

花
に
も
よ
く
出
会
っ
た
し
、
白
い
大
き
な
花
は
、
ほ

う
の
木
で
あ
ろ
う
。
又
、
ピ
ン
ク
の
花
が
野
山
を
美

し
く
飾
っ
て
い
た
。 

千
曲
川
は
、
新
潟
に
入
る
と
信
濃
川
と
名
前
を
変

え
る
の
で
あ
る
が
、
源
は
甲
武
信
岳
が
基
本
で
あ
る

も
の
の
、
北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ
岳
、
穂
高
等
に
も
あ

り
、
そ
れ
が
槍
沢
、
涸
沢
と
な
り
、
上
高
地
の
梓
川

に
そ
そ
ぎ
、
更
に
松
本
で
は
犀
川
と
な
っ
て
千
曲
川

に
注
い
で
い
る
。
新
潟
農
業
を
潤
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
途
中
、
様
々
な
事
を
考
え
想
っ
た
。 

新
潟
の
十
日
町
で
北
々
線
・
上
越
線
に
乗
り
換
え

た
。
前
方
に
大
き
な
雪
山
が
あ
っ
た
が
、
越
後
駒
ヶ

岳
、
八
海
山
、
中
の
岳
の
い
わ
ゆ
る
越
後
三
山
で
あ

ろ
う
。
し
ば
ら
く
進
む
と
巻
機
山
も
見
え
て
き
た
。 

越
後
湯
沢
か
ら
は
何
と
か
席
を
見
つ
け
自
宅
に
帰

っ
た
の
は
十
時
頃
、
二
日
間
で
二
十
時
間
、
誠
に
強

行
の
旅
で
あ
っ
た
。 

十
都
県
を
通
り
、
十
指
を
越
え
る
日
本
百
名
山
を

楽
し
み
つ
つ
、
こ
の
上
な
い
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
、

新
緑
に
接
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
で
あ
っ
た
。
実
に

印
象
的
で
あ
り
楽
し
か
っ
た
。
今
度
は
ど
こ
へ
行
こ

う
か
し
ら
。 

 
 

 

（
二
六
・
五
・
一
九
） 
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自
由
執
筆 

六
然
会
の
こ
と 平 

山 

善 

之 

 

岩
沢
正
二
さ
ん
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
。
住
友
銀

行
副
頭
取
、
東
洋
工
業
（
現
マ
ツ
ダ
）
会
長
な
ど
を

勤
め
ら
れ
た
。
芯
は
強
い
が
温
厚
な
紳
士
で
、
安
岡

正
篤
師
に
師
事
し
、
大
変
な
勉
強
家
で
あ
っ
た
。 

一
切
の
役
職
を
退
か
れ
た
後
、
後
輩
や
旧
部
下
た

ち
を
相
手
に
、「
六
然
会
」
と
い
う
会
を
開
き
、
月
一

回
、
漢
籍
の
講
義
を
さ
れ
た
。
全
国
何
箇
所
か
で
催

さ
れ
た
が
、
東
京
は
新
橋
の
あ
る
ビ
ル
の
一
室
で
行

わ
れ
て
い
た
。
例
会
出
席
者
は
、
二
十
人
前
後
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
私
は
、
採
用
面
接
で
お
会
い
し
た
が

現
役
時
代
は
岩
沢
さ
ん
に
直
接
お
仕
え
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
私
が
銀
行
か
ら
出
た
あ
と
、
誘
う
人
が

い
て
こ
の
会
に
入
れ
て
も
ら
い
、
約
四
年
間
、
論
語
、

孫
子
な
ど
の
教
え
を
受
け
た
。 

六
然
と
は
、
明
の
崔
銑
（
さ
い
せ
ん
）
の
六
然
訓
、 

 

自
處
超
然 

 

處
他
靄
然 

 

有
事
斬
然 

 

無
事
澄
然 
 

得
意
澹
然 

 

失
意
泰
然 

を
言
い
、
人
生
か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
教
え
で
あ
る
。 

岩
沢
さ
ん
は
会
員
皆
に
こ
れ
を
色
紙
に
書
い
て
下
さ

っ
た
の
で
、
私
も
書
斎
に
か
け
毎
日
眺
め
て
い
る
。

（
自
ら
処
し
て
超
然
と
は
い
か
ず
、
失
意
悄
然
と
す

る
こ
と
多
き
吾
が
人
生
で
は
あ
る
が
。
） 

 

あ
る
時
、
何
か
の
折
、
聴
講
者
全
員
が
ス
ピ
ー
チ

を
す
る
時
が
あ
っ
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。 

「
漢
字
と
い
う
も
の
は
、
不
思
議
な
力
を
も
っ
て
い

る
も
の
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
名
は
体
を
現
わ
す

と
か
、
正
に
そ
の
名
の
如
く
、
と
か
言
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
こ
と
は
事
実
あ
る
、
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
双
子
の
息
子
を
持
ち
ま
し
た
。
双
子
と
は
判

っ
て
い
ま
し
た
が
、
男
女
は
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

只
で
さ
え
名
前
を
決
め
る
と
い
う
の
は
重
た
い
も
の

で
す
が
、
四
通
り
の
名
前
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
る
の

は
面
倒
で
、
生
ま
れ
た
ら
、
つ
ま
り
男
女
が
判
っ
た

ら
考
え
よ
う
と
放
っ
て
お
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
生

ま
れ
て
男
だ
と
わ
か
っ
て
も
名
前
が
浮
か
ん
で
こ
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
お
七
夜
は
迫
る
、
家
人
は
せ
っ

つ
く
、
四
苦
八
苦
で
す
。
双
子
だ
か
ら
、
対
に
な
っ

て
い
た
方
が
よ
か
ろ
う
、
と
文
学
作
品
、
尊
敬
す
る

人
の
言
葉
、
漢
詩
等
、
あ
れ
こ
れ
考
え
ま
し
た
。 

し
ま
い
に
は
、
栄
介
、
敏
介
（
Ａ
ス
ケ
、
Ｂ
ス
ケ
）

と
い
う
の
は
ど
う
だ
と
言
っ
た
ら
家
人
は
大
反
対
。

（
子
供
も
長
じ
て
、
そ
ん
な
名
前
に
さ
れ
な
く
て
良

か
っ
た
、
危
な
か
っ
た
、
と
言
い
ま
し
た
が
、
私
と

し
て
は
名
案
と
思
っ
た
も
の
で
す
。） 

 

義
母
が
『
善
之
と
い
う
二
文
字
を
一
字
ず
つ
あ
げ

て
は
如
何
』
と
言
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
採
用
し
、

あ
と
二
字
は
、
論
語
か
ら
で
も
引
っ
張
っ
て
こ
よ
う
、

と
い
う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

「
論
語
」
の
陽
貨
第
十
七
及
び
堯
曰
第
二
十
に 

 
 
 
 

寛
則
得
衆
、 

信
則
人
任
焉 

と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
。（
堯
曰
篇
は
「
信
則
民
任
」） 

寛
な
れ
ば
衆
を
得
る
、
と
は
寛
大
な
心
で
い
れ
ば
大

勢
の
人
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
の
意
、
信
な
れ
ば
人

任
ず
、
と
は
ま
こ
と
が
あ
れ
ば
人
が
た
よ
り
に
し
、

何
事
も
任
せ
て
く
れ
る
、
今
日
の
信
任
と
い
う
語
の

起
こ
り
で
し
ょ
う
。
こ
の
寛
と
、
信
を
使
っ
て
、
善

信
、
寛
之
と
名
付
け
た
の
で
す
。 

 

愚
息
は
二
人
と
も
遊
び
と
運
動
に
熱
中
し
て
、
本

な
ど
見
向
き
も
せ
ず
成
長
し
、
大
し
た
大
学
に
も
入

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卒
業
後
善
信
は
銀
行
員
に
、

寛
之
は
中
・
高
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。
全
く
私
に

相
談
な
く
、
自
分
の
考
え
で
決
め
て
き
ま
し
た
。 

銀
行
員
は
人
に
信
頼
さ
れ
、
大
切
な
財
産
を
任
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
信
（
ま
こ
と
）

が
重
要
で

す
。
先
生
は
生
徒
や
父
兄
が
つ
い
て
き
て
く
れ
な
け

れ
ば
困
る
、
寛
が
大
事
で
す
。 

私
は
子
供
が
銀
行
員
や
教
師
に
な
る
と
思
っ
て
つ

け
た
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
結
局
、
私
が
つ
け
た

名
前
は
、
子
供
ら
の
将
来
を
予
言
し
た
よ
う
な
結
果

に
な
っ
た
わ
け
で
、
冒
頭
申
し
あ
げ
た
よ
う
な
、
漢

字
の
魔
力
と
い
う
も
の
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。」 

岩
沢
さ
ん
は
温
顔
を
綻
ば
せ
、
深
く
肯
い
て
賛
意

を
表
し
て
下
さ
っ
た
が
、
幽
明
境
を
異
に
し
て
は
や

七
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。 
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自
由
執
筆 

…
…
四
字
熟
語
が
面
白
い
(4) 

…
… 

名
文
の
縮
図
が
四
字
熟
語 

鯨 

游 

海 

 

凡
そ
名
文
＝
無
駄
な
く
判
り
易
い
文
章
＝
に
は
共

通
項
が
あ
る
。
起
承
転
結
が
明
瞭
な
こ
と
、
簡
潔
で

無
駄
が
な
い
こ
と
、
正
反
合
と
反
が
あ
れ
ば
文
意
が

強
く
な
る
こ
と
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
を
呼
ぶ
反
復

リ
フ
レ
イ
ン

が
適

度
に
あ
る
こ
と
、
比
喩
や
比
較
が
あ
っ
て
理
解
し
易

い
こ
と
、
対
句(

語)

、
累
加(

七
転
八
倒 

千
差
万
別)

、

重
言(

興
味
津
々 

唯
唯
諾
諾)

等
に
よ
る
意
味
の
強

調
が
み
ら
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
。 

更
に
音
声
上
の
効
果
が
あ
る
も
の
に
双
声
語(

悲

憤
＝
子
音
が
共
通
の
ｈ)

、
畳
韻(

散
漫
an
、
絶
滅
ets)

、

押
韻
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
漢
語
に
限
ら
ず
各
言
語
に
共

通
す
る
。
意
識
し
て
或
は
無
意
識
に
是
を
活
用
し
て
名
文

は
つ
く
ら
れ
る
が
、
更
に
そ
れ
を
四
字
と
い
う
枠
に
圧

縮
、
定
形
化
し
た
の
が
四
字
熟
語
で
あ
る
。
一
字
多

義
一
音
節
と
い
う
漢
字
の
特
性
が
発
揮
さ
れ
幽
遠
な

趣
と
な
る
。
正
に
漢
字
の
独
壇
場
。 

さ
て
冗
長
な
前
置
き
は
程
々
に
し
て
次
の
句
の
誤

り
を
見
附
け
よ
う
。
七
割
で
き
た
ら
合
格
か
。 

① 

容
貌
怪
異
＝
こ
れ
で
も
通
じ
る
が
本
来
は
魁
偉
。

魁
は
㋑
先
駆
け(

一
番)

㋺
首

か

し

ら

㋩
優
れ
た
。
こ
こ
は

㋩
で
優
れ
て
い
て
逞

た
く
ま

し
い
さ
ま
の
褒
め
言
葉
。 

②
意
味
慎
重
＝
慎
重
で
は
な
く
深
長
。
奥
深
い
こ
と
。

世
の
中
全
て
慎
重
な
ら
可
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。 

③
鶏
口
牛
尾
＝
尾
は
誤
り
で
後
が
正
解
。
出
典
は
司

馬
遷
の
史
記
。
念
の
為
い
う
と
鶏
頭
牛
後
な
る
表
現

も
な
い
。
鶏
の
場
合
頭
よ
り
口
が
前
に
在
る
。 

④
盛
者

じ
ょ
う
し
ゃ

必
烕
＝
滅
で
は
な
く
衰
。
必
烕
と
続
く
の
は

生
者

し
ょ
う
じ
ゃ

。
盛
者

じ
ょ
う
し
ゃ

と
生
者

し
ょ
う
じ
ゃ

の
訓 よ

み
に
も
注
意
の
こ
と
。
な

お
盛
者
必
衰
は
平
家
物
語
、
生
者
必
烕
は
仏
典
＝
お

経
き
ょ
う

を
出
典
と
す
る
。 

⑤
四
離
烕
裂
＝
四
で
は
な
く
支
。
四
散
す
る
連
想
か

ら
四
離
と
錯
覚
し
た
か
？ 

な
お
支
と
は
㋑
分
か
れ

る
㋺
枝
。 

⑥
一
騎
当
選
＝
選
で
は
な
く
千
。
一
騎
で
千
騎
の
敵

と
闘
う
こ
と
で
勇
気
あ
る
武
者
へ
の
褒
め
言
葉
。 

⑦
終
始
一
巻
＝
巻
で
は
な
く
貫
。
始
め
か
ら
終
り
迄

一
筋
に
態
度
行
動
を
変
え
ず
に
貫
き
通
す
こ
と
。
今

や
こ
ん
な
人
は
稀
少
か
も
。
な
お
終
止
一
貫
も
誤
り
。 

⑧
針
少
棒
大
＝
少
で
は
な
く
小
。
ウ
ッ
カ
リ
ミ
ス
の

典
型
か
。 

⑨
融
通
無
下
＝
下げ

で
は
な
く
碍げ

。
碍
と
は
障
害
物
。

こ
れ
が
な
け
れ
ば
通
り
易
い
。
な
お
無
下
に
も
別
の

意
味
が
あ
り
無
闇
に
、
や
た
ら
に
の
意
。 

⑩
八
面
六
皮
＝
皮
で
は
な
く
臂
。
八
つ
の
顔
と
六
つ

の
肘
と
で
大
活
躍
す
る
形
容
。 

⑪
情
状
酌
料
＝
料
で
は
な
く
量
。
酌
量
と
は
事
情
を

汲
み
取
っ
て
同
情
す
る
こ
と
。
酌
の
勺
は
量
を
表
す

単
位
。
料
に
も
は
か
る
意
は
あ
る
が
量
の
方
が
こ
の

場
合
は
適
切
な
字
で
あ
ろ
う
。 

⑫
冒
飲
冒
食
＝
冒
で
は
な
く
暴
。
飲
食
物
の
量
を
冒お

か

す
の
で
は
あ
る
が
暴
の
方
が
実
態
を
よ
く
表
わ
す
。 

⑬
春
風
泰
蕩
＝
泰
で
は
な
く
颱
。
颱
に
は
ゆ
っ
た
り

の
意
が
あ
る
。 

⑭
独
断
先
行
＝
先
で
は
な
く
専
。
独
り
で
勝
手
に
先

行
さ
れ
て
は
皆
が
困
る
。
専
行
も
同
罪
な
の
で
自
戒

し
た
い
も
の
だ
。
最
近
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
と
い
う
。 

⑮
飽
腹
絶
倒
＝
飽
で
は
な
く
抱
。
腹
を
抱か

か

え
て
笑
う

の
で
あ
る
か
ら
抱
が
正
解
。
お
腹
が
ふ
く
れ
る
飽
で

は
な
い
。 

⑯
博
利
多
売
＝
博
で
は
な
く
薄
。
薄
い
利
益
で
多
く

を
売
る
の
は
商
人
道
に
適
っ
て
い
る
。
博
く
多
く
と

は
欲
が
深
す
ぎ
る
。 

⑰
巧
言
麗
飾
＝
麗
飾
で
は
な
く
令
色
。
こ
れ
は
論
語

に
あ
る
孔
子
の
言
葉
「
巧
言
令
色
鮮

す
く
な

し
仁
」
よ
り
。

口
が
巧
く
に
こ
に
こ
顔
の
人
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
。 

⑱
意
気
健
康
＝
健
康
で
は
な
く
軒
昂

け
ん
こ
う

。
意
気
ご
み
が

盛
ん
で
威
勢
の
い
い
さ
ま
。 

⑲
剛
気
木
訥
＝
気
で
は
な
く
毅き

。
毅
は
強
い
こ
と
。

な
お
木
は
朴
で
も
可
。
こ
れ
正
解
の
人
は
国
語
力
優

秀
な
人
だ
。 

⑳
心
気
一
転
＝
こ
れ
も
気
で
は
な
く
機
。
機
に
は
き

っ
か
け
、
き
ざ
し
、
か
な
め
等
の
意
が
あ
る
。(

完) 


